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正三角形シリーズ１７ 

 

下の図は，１辺の長さが６㎝の正三角形ＡＢＣの内側にぴったり入る円と，頂点Ａを中心とするおうぎ形

を組みあわせたものです。斜線部分の面積の和は何㎝２ですか。円周率は３.１４とします。 
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正三角形シリーズ１７ ７.８５㎝２ 

 

 内角の大きさが９０度・６０度・３０度の三角定規型の直角三角形に注目をすると，図①の長さの比が成

り立ちます。⑥が１辺６㎝の正三角形の高さにあたることから，図②のような長さがきまります。 

 

   図①                図② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ここで，斜線部分のうち，図③の部分は影をつけた台形と組み合わせることで，半径が３㎝で中心角が 

６０度のおうぎ形になります。影をつけた台形の面積は，１辺の長さが１㎝の正三角形の面積の， 

３×３－２×２＝５（倍）です。 

 また，図④の部分は，影をつけた二等辺三角形と組み合わせることで，中心角が１２０度のおうぎ形にな

ります。影をつけた二等辺三角形は，底辺が３㎝で，高さが図①の①，つまりは１辺１㎝の正三角形の高さ

にあたるので，面積は１辺の長さが１㎝の正三角形の面積の３×１＝３（倍）です。 

 頂点ＢおよびＣを含む１辺２㎝の正三角形の面積の和は，１辺１㎝の正三角形の面積の４×２＝８（倍）

なので，斜線部分の面積の和は図③と④のおうぎ形の面積の和に等しいことがわかります。 

 

   図③                図④ 
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 図③のおうぎ形の面積は，３×３×３.１４×
６０

３６０
＝４.７１（㎝２）です。図④のおうぎ形の場合，半

径の長さは②，つまり１辺２㎝の正三角形の高さです。図⑤のように，１辺が２㎝の正三角形と１辺が②の

正三角形の面積の比は８：６＝４：３となるので，図④のおうぎ形の面積は， 

②×②×３.１４×
１２０

３６０
＝３×３.１４×

１２０

３６０
＝３.１４（㎝２）です。 

 

 図⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 よって，斜線部分の面積の和は，４.７１＋３.１４＝７.８５（㎝２）です。 
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